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2. 寄稿：音楽ってなんだろう    (広島市特任大使「ひろしま文化大使」沖田孝司） 

 

2025 年の私の誕生日は 2月 25日！ 並びに並んだこの数字。 

それは、何かを意味しているのでしょうか。はたまた、ただの偶然？！ しかしながら、それ

を味方につけるのか、ただ通り過ぎるのかは私次第ということでしょうか。いずれにせよ、私

の明日は私が切り拓くということなのでしょう！ 

従来の音楽家の成り立ち、足跡とは違い、高校3年の11月に足を踏み入れた音楽の世界にて、

大谷翔平選手には遠く及びませんが、演奏家（ヴィオラ奏者）とクリエーター（作詞・作曲）

としての二刀流の私です。 

 

1975 年、今を遡ること 51 年前、広島東洋カープが初めてセ・リーグを制したその年、私は

「甲子園」の夢破れた高校 3年生。春先、ギター片手に作った曲が、ヤマハ「ポピュラーソン

グコンテスト」広島県大会、中国大会へとコマを進め、奇跡的にも全国大会に出場することと

なりました。高校球児の生活から解き放たれた 8月、進路についての三者懇談の席上、音楽の

道へ進みたいと突拍子もない決意表明から、すったもんだの末の 11 月、両親から「人生に後

悔はつきものだけど、ひとつでもその後悔を減らそう。」と、1 年間の猶予後、音楽大学に入

学できればその道に挑戦するべしという寛大ですが無謀ともいえる誓約が成立しました。周囲

からはもちろん、反対意見しかありませんでしたが、苦肉の策として、入学志願者がほぼ「０」

というヴィオラでの受験を選択し、爾来、なかなかどうして波乱万丈の人生を怒涛の如く送っ

てきました。 

 

ヴィオラを初めて手にしてから 3か月後、次年度の入試のため、そして、カルチャーショック

を受けるため、「東京音楽大学」一校のみを受験。作戦通りヴィオラ科受験者は私ただ一人。

しかも、どこでどう間違ったのか現役で入学というおまけつき。その後、とにかく死に物狂い

の 4年間を過ごし、恩師の勧めもあり、卒業した 1980 年夏、ドイツへと旅立ちました。 

 

総合大学・専門大学が公立であり、その環境は抜群といえるドイツ。何とかデトモルト音楽大

学に潜り込むことができ、2 年という時間制約のある中、諸事情により最高年限の 8 年間在籍。

卒業試験後、40 倍の難関を突破し、1887 年設立のドルトムント市立フィルハーモニーオーケ

ストラに入団。1993 年、ドイツ生まれの長男を日本の教育の中で育もうと、13 年間暮らした

ドイツに別れを告げました。 

帰国直前の 1993 年 6 月、同フィルにて、私が言い出しっぺとなり、広島原爆被爆者のための

チャリティーコンサート「Hiroshima’93」を開催し、実況録音盤 CDを携えて日本へ帰国。 

 

1994 年、広島市に居を構え、1995 年、「生の音楽を体験しよう！」を合言葉に、｢マイ・ハー

ト弦楽四重奏団ひろしま」を結成し、｢マイ・ハート・コンサート」を開始。爾来 30 年の歴史

を紡ぎ、現在に至っています。その後ろ盾となる「マイ・ハート・コンサート」推進委員会発

起人の一人が、現顧問の岸田文雄衆議院議員（同い年）です。 

 

1996年、私がプロデュースし、同フィルからの8名と、当時の（社）日本オーケストラ連盟加 
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盟の全 22 プロオーケストラからのピックアップメンバーを中心に編成した「ザ・ハーモニー」

により、「Hiroshima’93」のアンサーコンサート「We love the EARTH from HIROSHIMA」を広

島と東京で開催。ドイツと日本でのコンサート収入、及び、CD販売収入合計の500万円を広島

市に寄付することができました。 

 

その後、私は「ひろしま」の想いを綴った同名の楽曲「We love the EARTH from HIROSHIMA」

を作詞・作曲し、広島エフエム放送の番組テーソングとして抜擢されました。 

そして、2023 年 5 月：G7 広島サミット「パートナーズプログラム」、2024 年 2 月：エディオ

ンピースウィング広島（サッカースタジアム）杮落し、同 6月：サッカーワールドカップアジ

ア予選日本対シリア戦にて、歌心りえ（ヴォーカル）、沖田孝司（ヴィオラ）、沖田千春（ピ

アノ）の 3名が演奏し、華を添えました。 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年、その独特な演奏体型「田」の字型による演奏が国内で高い評価を得、これまでに9枚

の CD もリリースし、結成 30 周年を迎えた「マイ・ハート弦楽四重奏団ひろしま」は、3 月、

1000万円のクラウドファンディングを成立させ、その目的の一つであるヨーロッパ3カ国（ド

イツ・オーストリア・チェコ）5 都市（ハノーバー・ヒルデスハイム・ウィーン・プラハ・ナ

ーホト）にて 6 コンサートを開催し、その中の 4 コンサートでは、地元歌手と「We love the 

EARTH from HIROSHIMA」を共演・披露。ウィーンでは国連事務局にて、「TICAD9」（第 9回ア

フリカ開発会議：本会議は 2025年 8月横浜市にて開催）キックオフイベントでも演奏。 

 

｢マイ・ハート弦楽四重奏団ひろしま」は現在、第 10弾となる結成 30周年記念 CDを制作中。 

現在進行形として、2 巡目となる広島県内全 23 市町縦断コンサート、日本国内全 47 都道府県

縦断コンサートを再スタートさせています。 
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｢後悔、後にも先にも立たず」！ 

｢後悔」をひとつでも少なくとの思いで、私の人生を後押ししてくれた両親に感謝するととも

に、｢後悔」のないようこれからも精進したいヴィオラ奏者としての沖田孝司は、現在、以下

の定期コンサートを、家内沖田千春（ピアノ）とともに、ボランティアにて開催しております。 

＊沖田孝司・沖田千春は法務省令和元年度「人権擁護功労賞」最高位「法務大臣表彰」をそれ

ぞれが受賞。 

＊沖田孝司は、1996 年、日本青年会議所より「TOYP 大賞」、2002 年、広島市より第 1 回「広島

市民賞」を受賞。2018年より広島市特任大使「ひろしま文化大使」を拝命。 

 

★月一回コンサート「おもてなしマイ・ハート・コンサート」（通称「おもマイ」） 

Ⅰ、たかし＆ちはるの「おもマイ」in Open MUJI（無印良品広島アルパーク） 

毎月第2金曜日 ①15:00～、②16:00～ 

Ⅱ、おりづるタワー「マイ・ハート・コンサート」～We love the EARTH from HIROSHIMA～ 

毎月第3土曜日 or 日曜日 ①13:30～、②14:30～ 

Ⅲ、｢おもマイ」in ひろぎん HD本社ビル１Fトゥモロウスクエア 

毎月第4金曜日 ①13:30～、②14:00～ 

Ⅳ、広島市立中央図書館コンサート  

毎月第2金曜日 12:15～13:00開催 

Ⅴ「おもマイ」 in 明治安田ヴィレッジ広島  

2026年 2月 4日（水）より、毎月第1水曜日開催予定 ①18:00～、②19:00～ 

 

★年２回コンサート 

Ⅵ、｢みんなの芸備線コンサート」備後庄原駅・三次駅・向原駅・志和口駅（JR） 

2024年 3月 26日に開始された芸備線再構築会議後、「私たちの芸備線」という思いを共有

し、「芸備線は故郷の宝」と再認識し、音楽とともに明日への希望を謳います。 

Ⅶ、宮島：「春のさくらコンサート」、「秋のもみじコンサート」 in表参道商店街・大聖院 

 

★年1回プロジェクト 

Ⅷ、旧広島市立第一高等女学校（現広島市立舟入高等学校：1945 年の原爆投下により最も犠牲

者の多かった学校）慰霊演奏 8月 6日 9時～ 同慰霊碑前 

Ⅸ、｢We love the EARTH from HIROSHIMA」プロジェクト 8月 6日 10時～ 広島平和記念公園

内国際会議場横 

  地球市民が「愛」を合唱するプロジェクト 

Ⅹ、｢ヤン・レツル」Festival ８月 15日 inおりづるタワー 

｢原爆ドーム」（旧広島県物産陳列館：1915年8月15日開館）を設計し、2025年、没後100

周年を迎えたチェコ人「ヤン・レツル」の功績を讃えるとともに、その開館記念日 8 月 15

日、ひろしまの想い「We love the EARTH from HIROSHMA」を発信するFestival 

Ⅺ、｢沖田孝司&千春 新春ロビーコンサート」 1月 3日 14時～ in奥田元宋・小由女美術館 

  沖田孝司の故郷三次市にある奥田元宋・小由女美術館での恒例コンサート 
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1993 年、ドイツから帰国後、クリエーターとしての沖田孝司が世に送り出した楽曲  

※ コロナ禍の 2021 年夏、これまで頂いた広島への「愛」に感謝するとともに、ひろしまからの

「想い」と「エール」を届けようと、以下の中の 11 曲も含め、15 曲を収録した CD「tomorrow 

from HIROSHIMA」とメッセージパンフレット 10000 組を制作し、国内約 6200 の全高等学校・

全特別支援学校をはじめ、関係各所に寄贈する「tomorrow from HIROSHIMA」プロジェクトを、

「マイ・ハート・コンサート」推進委員会、広島市教育委員会、比治山大学共催で実施。 

校歌  

〇三次市立「みらさか学園」（小・中教育一貫校）  

〇広島市立石内北小学校 

〇広島市立広島みらい創生高等学校校歌「Yes we can!」 

テーマソング 

〇ここはふるさと：一般社団法人広島市老人福祉施設連盟 

〇安佐動物公園の歌：広島市安佐動物公園 

〇ひろくんのうた：広島銀行イメージキャラクター「ひろくん」 

〇Sailing for Everyone：日本ハンザクラス協会（障がい者ヨット） 

〇｢さあ はじめよう！」～It’s my Pleasure!～：第 19回「全国ボランティアフェスティバル 

ひろしま」（2010年） 

〇We love Sun♡Chu：山陽女子短期大学イメージキャラクター「Sun♡Chu」 

〇なないろ：社会福祉法人福祉の郷「なないろ作業所」 

イメージソング 

〇あさきたのうた：広島市安佐北区 ※2014 年 8 月、広島市安佐北区・安佐南区を襲った集中豪

雨による土砂災害後誕生。歌詞を変え、「ひろしまのうた」、「みなみあそのうた」（2016 年

4月、熊本地震により多大な被害を受けた熊本県阿蘇郡南阿蘇村応援ソング）として活用中。 

〇伝えよう笑顔と心：三次市「ひと・かがやき」フェスタ(人権）で誕生し、広島法務局をはじ

め、全国人権擁護委員連合会、及び、同協議会で活用中。 

〇いつまでも：広島市立幼稚園愛唱歌 

応援歌 

〇We love Baseball：野球関係者、教育関係者、広島県各市町、広島県高校野球連盟 

〇君の名は：サッカー応援歌 

〇私の鯉（恋）の物語：広島カープ女子応援歌 

〇わが故郷は：｢小さな親切運動」本部、旧広島市立第一高等女学校への献呈作品 

 

｢音楽は愛です。」 

人生には限りがあります。どれだけの時間があるのかは誰にもわかりませんが、｢後悔、後に

も先にも立たず」を胸に刻み邁進します。そこには、「愛」とともに、「音楽」があります。 

野球讃歌「We love Baseball」をスポーツジャーナリスト二宮清純氏とともに作りました。 

すでに、広島県教育委員会、広島市教育委員会、県内の各市町、広島県高等学校野球連盟、広

島県高等学校吹奏楽連盟、そして、広島東洋カープが活用に向けて動き始めています。   

いつの日にか、甲子園で流れているかも？！ https://youtu.be/MyGuCqBRoXY 

補：寄稿のバックナンバーは https://www.japa.fellowlink.jp/professional に掲載  


